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文字情報ではなく

全数調査の数字から

小学校の算数で
事実を確認（＝入力）

複雑な分析ではなく

一呼吸置いて解釈（＝出力）へ



① 半減
② 同水準
③ 倍増

バブル最盛期の89年と直近(21年)を
比べると日本の輸出額（兆円）は？

＠財務省 国際収支状況

ヒント:
① 輸出は「㈱日本の売上」の

ようなものです
② 輸出は日本で生産され、

税関を通って海外に売られ
た商品の額で、９９％が
(ハイテク)工業製品です

③ 海外移転した工場の売上は、
輸出に入らなくなります

×

×

ガラパゴス日本の国際競争



噂と逆に倍増してきた日本の輸出
昨年は100兆円に迫る



しかし輸入増で貿易黒字は消滅



日本が経常収支赤字の相手は？
コロナ禍の2021年の国際収支

©財務省国際収支状況① 対 米国
② 対 中国（＋香港）
③ 対 台湾
④ 対 韓国
⑤ 対 ドイツ
⑥ 対 イタリア
⑦ 対 スイス

お得意様第１号
日本の黒字は
11兆円/年

☜黒字相手8位はシンガポール

日本が
常に
赤字

日本が
常に
赤字

☜黒字相手4位はオランダ
5位は英国、6位はケイマン諸島

ブランド衣料品・工芸品
☜パスタとオリーブオイル

薬品と手作り時計
☜ 最低月給が40万円以上

お得意様第２号
日本の黒字は
5.3兆円/年

ガラパゴス日本の国際競争②

お得意様第３号
日本の黒字は
2.7兆円/年

お得意様
第７号

お得意様
第９号 ☜黒字相手１０位はインド

「中央」がないローカルファーストの国
ローカルな生活文化が外貨を稼ぐ

「中央」はないが、ローカルな文化を
失い、金太郎飴化した地域が多い

和歌山も、梅や果実という地域の食文化、
熊野古道のような宗教文化はひけをとらない



以下で、国内の個人消費が少なかったのは？

① バブル最盛期の１９８９年
② 就職氷河期の１９９７年
③ リーマンショックの２００９年
④ コロナ禍でピンチの２０２０年
ヒント:
① 個人消費：持ち家の帰属家賃を除く家計最終消費支出
② 個人消費はGDPの半分を占め、国内経済の主要因です
③ ２０２０年には１人１０万円、計１２兆円が給付されました

×
×
×

ガラパゴス日本のアベノミクス



ガラパゴス日本のアベノミクス
日本人の消費は四半世紀横ばい/ＧＤＰもあまり伸びず

アベノミクス

この間の郊外店の激増、通販の普及、
人口の東京集中は、消費をまったく
増やさず、経済も成長しなかった

インバウンドブームは経済成長に貢献
したが、客数増の割にはＧＤＰ伸びず



株価が上がっても内需は全く増えず
株価増減率と個人消費増減率は､Ｒ２乗=０.０で無関係

アベノミクス

１０数兆円配られた
給付金も、消費に
回らず蓄財された



アベノミクス

ガラパゴス日本のアベノミクス
ドルで見れば（＝世界から見れば）最盛期は野田政権時代

バブル 民主党



なぜ日本は経済成長しないのか
① 日本は 経常収支黒字トップ３を数十年

続けてきた、空前の金持国。
② しかし大企業や富裕層は、利益を

貯めて使わず、給与も上げない。
③ 若者は少子化で減り、消費が減る。
④ 過度の円安誘導で、化石燃料や

輸入資材の価格は高騰。
④ 企業も政府も、ローカルな価値を増やす意識が

なく、コスト削減ばかり狙い、GDPの最重要
要素＝人件費と諸経費を、削り倒してきた。



13

ＧＤＰ＝“地域に残る価値”
“価値”残る地域は、経済が成長する

就業者数
男女/正規/非正規を問わない
現場/間接部門を問わない

付加価値額＝ＧＤＰ
＝ 利益 ＋ 地域に落ちる諸経費

(人件費や､地元産の原材料)

“生産性向上”＝人減ら
しだというのは大誤解。
人を減らすと、付加価値
の中の人件費が減るの
で、GDPが減り、
生産性もむしろ下がる

“生産性”は付加価値額
=GDPが増えれば上がる
ローカル＝オンリーワンを売り
値上→売上増→コスト増
を実現するほど上がる

こちらの増加
しか考えない
企業が多すぎ

だが、得た利益を
貯蓄するだけでは
地域は成長しない

利益を貯金せずに使う、
コストとして地域に回す
ことで、ＧＤＰは増える

コストを削るほど、
地域の付加価値は
削られて残らない

÷
生
産
性



東京は時代遅れの巨大恐竜
ＧＡＦＡは、ＮＹやＬＡでは生まれていない

うちシリコンバレー



東京は時代遅れの巨大恐竜
欧州には東京どころか京阪神もない



東京は時代遅れの巨大恐竜
中国でも革新は北京や上海では起きていない



東京は時代遅れの巨大恐竜
福岡程度の大きさのシンガポールに勝てない



大都市圏に比べると
とにかく人が少ない田舎…？



日本の大都市圏は 世界的に見れば

異常なレベルの人口“過密”地



日本基準の“過疎”は実は“適疎”
地方都市は欧州なら人口“適密”地帯



△９％
△８％

△１１％
△９％

△２６％
△６％

△５％・△３％
＋１％

＋１９％
＋５０％

① 大阪市
② 東京都心２３区
③ 和歌山県岩出市
④ 沖縄県
⑤ 中国
⑥ 米国
⑦ インド・ASEAN
⑧ 和歌山県印南町
⑨ 奈良県奥吉野の川上村
⑩ 高知県の山奥の大川村

昭和度チェック① １７年→２２年の５年間に
０～４歳の乳幼児が増えたのはどこ？

国内： 住民基本台帳人口
（17年元日→22年元日の比較）

国外： 国連人口部2022年推計予測
(中位推計)

いずれも移民や居住外国人を含む数字

同様の増加が
起きている

過疎市町村は
全国に57ある

昭和どころか、
もう平成も終わっている。

世の中はすっかり変わった。
でも頭の中は昭和のまんま。
大谷翔平が出ている時代に

まだ自分は長嶋茂雄が一番…
小学生の頃に頭を戻して

令和の現実を素直に
勉強しないと！



＋１４％
＋１３％
＋３３％
＋２３％
＋２８％
＋１８％

＋１９％・＋１７％
＋１０％
△1０％
△13％

① 大阪市
② 東京都心２３区
③ 和歌山県岩出市
④ 沖縄県
⑤ 中国
⑥ 米国
⑦ インド・ASEAN
⑧ 和歌山県印南町
⑨ 奈良県奥吉野の川上村
⑩ 高知県の山奥の大川村

昭和度チェック② １７年→２２年の５年間に
７０歳以上の高齢者が減ったのはどこ？

国内： 住民基本台帳人口
（17年元日→22年元日の比較）

国外： 国連人口部2022年推計予測
(中位推計)

いずれも移民や居住外国人を含む数字

７０歳以上人口は
過疎地からもう減り始める

最近５年間に
７０歳を超えた人と、７０歳を超えて

帰郷して来た人がいるが、合わせても、
亡くなる７０歳以上を埋められない。

高度成長期に若者を出したため
もう“年寄りのなり手”が足りない。
医療福祉負担は減り始める。
子育て支援のチャンス！



世界も日本の後を追って若者減少へ

若者は半減へ



世界中で７０歳以上が急増中

これからさらに高齢者が
2.5億人増

世界に先駆けて
高齢者急増止まる



地方に続き世界中で進む現役減少
日本の地方は世界に遅れたのではなく、先行しただけ

わかりやすくするために
線と線の間を離すと…

国内： 国立社人研2018年都道府県人口予測
国外： 国連人口部2022年推計予測(中位推計)
--いずれも移民や居住外国人を含む数字—-から藻谷が作成



地方に続き世界中で増える高齢者
日本の地方は世界に遅れたのではなく、先行しただけ

わかりやすくするために
線と線の間を離すと…

平成は、まだ
若者の増えていた世界と

人口の成熟した日本の差が
どんどんと開く時代だった。

だが世界も日本に遅れて同じことに。
先に人口成熟した日本で、先に

高齢者が減り始める。一部の過疎
地ではもう既に減っている。
その先に“子どもの再増加”

を起こせるかがカギ。



昭和度チェック③ 生活が苦しい町は？
2014年の人口１人あたり生活保護費 http://area-info.jpn.org/SehoPerPop.html

① 大阪市
② 堺市
③ 東京都心２３区平均
④ 和歌山市
⑤ 北海道夕張市
⑥ 新宮市
⑦ 田辺市
⑧ 海南市
⑨ 紀の川市

１１８,２00円
５８,７00円
５６,２００円
４８,７００円
４８,２00円
３５,0００円
1９,０00円
１６,１００円

８,７00円

お金以外の“資本”が
豊富なので、

生活に困りにくい



人は“資本”に投資し“利子”を得る
資本も利子も、お金に限定された話ではない

人的資本：ヒト
自然資本：モノ（自然物）

物的資本：モノ（人工物）

金融資本：カネ
知的資本：情報

投資： 田畑と里山の維持再生 / 利子：“自然利子”（水・食糧・燃料）

投資： 産む/教育する/お互いつながる
利子： 次世代/継承発展/支え合い

投資： 教わる/経験する/発信する
利子： 資本を活かす力が身につく

利子：“ビンテージ”や“景観価値”
(老朽化必至のマンションに利子はつかない)

カネ余りでゼロ金利時代となり、
投資しても利子に頼れない…

投資： ＤＩＹ/デザインの工夫/景観保全



“自然資本”は“自然利子”を生む
元本を循環再生させれば、利子はつき続ける

農産： 穀物･野菜･肉
林産： 材木･山菜･薪炭・ジビエ
水産： 魚介類
日光・風・地熱： 再生可能エネルギー
淡水： 流水、井戸水、温泉水
自然景観： うまく活かせば観光収入
自然利子に背を向け、金融投資の利子だけに
頼る東京人は、将来不安から逃れられない



問題は儲けが地域内で回らないこと
① 日本も地域も外から稼ぐ

（工場、観光､補助金、年金、金利配当…）

② だが現役世代は少子化で減り、
地元民の消費は縮小傾向

③ 富裕層は死ぬまで貯蓄。燃料
代と食費は外国に流れる。

④ 国産品の消費や観光消費も
都会に戻り地域内で循環しない



知名度ＵＰ
話題性ＵＰ

マスコミで紹介され､

イメージが良くなり､

政治家や有力者が喜ぶ

地域の付加価値額増加の５段階

客数増加

売上増加

いわゆる｢入込客数｣が

増え､イベント屋やコン

ビニ､輸送機関が儲かる

安い大量生産品が大量

に売れて､うまいこと

やった業者が儲かる

ＳＣに喩えると

所得増加
売上が原材料費や人件

費に回ることで地域内

の企業や住民が儲かる

地域内経済
循環拡大

① 所得が地域内で使わ
れてもう一回りする

② 地域企業が栄え地域
内の決裁権限が増える

皆に名前が
知られている！

駐車場が埋まり
来店者が多い！

客数ではなく
売上が大きい！

きちんと黒字
が出ている！

納入業者を支え
雇用増･税収増

観光地の例

琵琶湖
関が原古戦場

Ｂ級グルメや
ゆるｷｬﾗｲﾍﾞﾝﾄ

大阪のタコ焼き
京都駅のお菓子

北海道猿払村
徳島県上勝町

北海道ニセコ町
沖縄県竹富町

ここまで来ないと意味がない!

誰でも知っているが
行ったことのある人は

たいへんに少ない

客数があるだけで
売上は増えていない

原材料は他所産、工場
も他所のため、地元に

売上が落ちない

儲けが全額貯金されて
しまい地元で使われない

売上の相当部分が地元に
コストとして落ちている

結果に無関係な

自己満足

単なる一手段

一つの“戦術”

これは“戦略”

これ即ち“目標”
これを

最上階まで
上がる努力
をしないと、
儲けても、
儲けても、
付加価値額
は増えて
行かない!!



売上

儲け コスト

配当 金利 設備
費

光熱
費

給料原材
料費

地域外に出て
行ってしまう

地域内の誰かの
貯金に回る

地域外に出て行くお金を減らそう

内部
留保

多くは結局､地域内
では使われないまま

地域内で循環し､雇用
と若者人口を増やす！

地代
家賃

受け取った人が
地域内でまた使う

地域内では循環せずに
都会や海外を活性化させる

賃上げ！
兼業奨励！
地域通貨支給!

地産地消
物々交換
を促進！

地域の
業者に
発注！

地域内
向けは
安く！

地域の自
然エネル
ギー活用!

地域か
ら資金
調達！

地域か
ら資金
調達！

都会に預け
ず地域内に
再投資！

地域外への売り上げを増やし、
もっと｢外貨｣を獲得！

和歌山市民１人が１年間
に消費する額を150万円とすると

→ その1％=1.5万円を地域産品消費に回せば
+56億円が地域に回る

→ これは給与+福利厚生200万円/人の
雇用2,800人分の額！

観光客や出張者1名が
市内で消費する額を1万円とすると

→ その50%、5,000円が地域に落ちれば
客100万人当たり+50億円が地域内に回る

→ これは給与+福利厚生200万円/人の
雇用2,500人分の額！

地域と地域企業が
今後とも続いていくための道

それは｢地消地産｣
= 地元で消費するものは極力地元産に

↓ ↓ ↓

売上の中で地元に残って回る
部分を1％でいいので増やす

地域内経済循環を拡大し
決裁権限を取り戻そう



“地産地消”ではなくて“地消地産”

地産地消： “地産外商”の例外
☜ 地域の特産品は“地産外商” が当たり前！！
☜ だが地元民も少しは消費しないと本物ではない
☜ そこで地産外商の例外として地産地商も重要である

地消地産： “地消外産”の見直し！
☜ 特産品以外は外から買う“地消外産”が常識
☜ それを見直し、少しでも地元産を使うのが“地消地産”
☜ 地消地産は“売上”ではなく“経済循環”を拡大する

〇 地消地産は､やって数％が最大限
☜ いくら目指しても､自由競争を邪魔することはない



“地消地産”をどう進めるか

子孫に地域を残すために

できる範囲でまずは１％から

× 一円でも多く儲けて“勝ち残る”ために
× 大企業に貢いで“日本を支える”ために
× しがらみの中で生きていくために
〇 地域が“価値残る”ためにお金を回す

× 損してもやる × 客がつかなくてもやる
〇 事業のプロとしてやれる範囲から拡大

ホテルの
場合には何ができるか。

そもそも本社もホテルも地元で
給料も納税も地元に落ちている！

でも食材の多くは、域外から調達中。
→ 設備や消耗品の調達は？

域外からの客相手の飲食系では
地域産の食材と酒をもっと売りに

できないだろうか？
特に地ビールを出して欲しい！

地域の建設事業者の
場合には何ができるか。

地元民を雇用しているが
資材の多くは域外から調達している。

地元で調達できる材木や瓦をもっと
活かして、地元らしい町にできないか。
デザインや設計、測量などの発注先も

地元業者にできないか？
労働者の食事も、コンビニ

任せでは寂しすぎる。

ものづくり企業の
場合には何ができるか。

地元民を雇用しているが
資材購入も製品販路も市外（海外）。

従業員の食事に市内産を使えないか？
事務所の消耗品の調達先は？
ノベルティグッズは地元産？
従業員の家族の福利厚生に
地元旅館でのプチ旅行や
一次産業体験などは？

保険代理店や不動産業の
場合には何ができるか。

そもそも会社は市内にあるし
地元にささやかな雇用も生んでいる！

でも間接費を増やす余裕はない業種。
→ ITの外注先は？ チラシ印刷は？
関連事業者で手を組んで、移住者

増加に取り組めないか？
空家でワーケーション事業は？

コワーキングスペースは？

地元公務員には
何ができるか。

経費も持たず、雇用もしない。
場合によっては市内に住んでいない。

でも外食や弁当購入は市内でするとか、
事務備品を地元から買うとか、

給食の地消地産を進めるとかはできる。
市民農園の増加、地元ブランド認定

小中学校で地消地産教育。
やれることは多い。
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